
　岐阜県福祉人材総合支援センターでは、日本福祉大学中央福祉専門学校の板部美紀子先生を
お招きし、「介護職が知っておきたい医学知識基礎講座」を、Zoomを活用したハイブリッド型で
開催いたしました。今年度から、介護をするうえで大切な医学知識をさらに深められるよう、〈認知、
感覚、運動等〉と〈循環、呼吸、消化等〉の2コースに分けて開催しました。
　研修の詳細は、本誌7ページにてご紹介しています。

『介護職が知っておきたい医学知識基礎講座』を
リニューアル開催！！
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※この機関誌は、赤い羽根共同募金の配分により発行しています。

〈認知、感覚、運動等〉の様子
　　（会場：不二羽島文化センター）

〈循環、呼吸、消化等〉の様子
　　　　　　（会場：テクノプラザ）

認知症によって変化する脳の機能、それにより現れる
症状について具体的に解説

脳と自律神経が膀胱に働きかける作用について
具体的に解説



生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
が
施
行
さ
れ
、
本

会
に
お
い
て
は
、
平
成
27
年
度
よ
り
町
村
圏

域
に
お
け
る
自
立
相
談
支
援
事
業
を
県
の
受

託
に
よ
り
実
施
。
以
降
、
家
計
改
善
支
援
事

業
、
就
労
準
備
支
援
事
業
、
就
労
体
験
等
開

拓
事
業
等
の
任
意
事
業
を
実
施
し
、
町
村
社

協
や
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、
ニ
ー
ズ

の
早
期
発
見
及
び
対
象
者
の
課
題
把
握
、
自

立
生
活
に
向
け
た
一
体
的
な
支
援
に
努
め
て

い
る
。

　
令
和
４
年
度
の
新
規
相
談
件
数
は
2
3
8

件
で
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を
大
き
く
受
け
た

令
和
２
年
度
・
３
年
度
と
比
較
す
る
と
半
数

以
下
で
あ
り
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
伴
う
相
談

は
減
少
傾
向
に
あ
る
。
全
体
の
相
談
者
の
う

ち
、
30
代
〜
50
代
が
６
割
以
上
を
占
め
て
お

り
、
相
談
内
容
の
多
く
は
生
活
費
や
仕
事
探

し
な
ど
に
関
す
る
こ
と
で
あ
る
が
、
食
料
や

住
ま
い
、
多
重
債
務
や
家
計
管
理
な
ど
多
岐

に
わ
た
っ
て
い
る
。

　
長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
孤
独
・
孤

立
の
問
題
に
加
え
て
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢

な
ど
を
背
景
と
し
た
物
価
高
騰
の
影
響
に

よ
り
経
済
的
に
厳
し
い
環
境
に
置
か
れ
た

方
々
の
多
様
な
支
援
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る

た
め
、
行
政
・
関
係
機
関
・
民
間
団
体
等

の
連
携
を
推
進
し
、
地
域
に
お
け
る
生
活

困
窮
者
支
援
体
制
を
構
築
す
る
た
め
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
設
置
し
地
域
の
実
情

に
応
じ
た
連
携
支
援
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
支
援
ニ
ー
ズ
の
増
大
に
対
応
し
た
地

域
の
N
P
O
法
人
に
対
す
る
活
動
支
援
と

し
て
活
動
経
費
を
助
成
し
た
。

②
食
料
・
生
活
必
需
品
配
布
に
よ
る
生

活
困
窮
者
支
援

　
長
期
化
す
る
新
型
コ
ロ
ナ
や
物
価
高
騰
の

影
響
に
よ
り
生
活
に
困
窮
し
て
い
る
方
、
生

活
福
祉
資
金
特
例
貸
付
を
借
り
終
わ
っ
た
方

な
ど
、
現
時
点
で
支
援
に
つ
な
が
っ
て
い
な

い
方
に
対
し
て
、
食
料
品
や
生
活
必
需
品
を

配
布
し
た
。
そ
の
際
に
、
生
活
困
窮
者
自
立

相
談
支
援
窓
口
の
案
内
と
ア
ン
ケ
ー
ト
を
同

封
し
、
現
在
の
健
康
状
態
や
就
職
の
状
況
、

生
活
費
に
関
す
る
こ
と
な
ど
生
活
の
困
り
ご

と
を
聞
き
取
り
、
必
要
な
支
援
に
つ
な
げ
た
。

〔
配
布
先
〕

・
コ
ロ
ナ
特
例
貸
付
総
合
支
援
資
金

　
初
回
借
受
人　
　
　
5
、4
9
3
セ
ッ
ト

・
フ
ー
ド
バ
ン
ク
団
体
（
２
団
体
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
、8
9
0
セ
ッ
ト

・
自
立
相
談
支
援
機
関
及
び

　
市
町
村
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
、6
1
7
セ
ッ
ト

①
生
活
福
祉
資
金
特
例
貸
付
の
実
施

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
対
す
る

緊
急
対
策
と
し
て
、
令
和
２
年
３
月
25
日
か

ら
実
施
し
た
生
活
福
祉
資
金
緊
急
小
口
資
金

等
特
例
貸
付
（
以
下
、
コ
ロ
ナ
特
例
貸
付
）

は
、
受
付
期
間
が
10
回
延
長
さ
れ
、
令
和
４

年
９
月
末
で
終
了
し
た
。

　
こ
の
間
の
約
２
年
半
に
わ
た
る
貸
付
実
績

は
約
3
2
、5
0
0
件
、
約
97
億
円
と
未
曽

有
の
規
模
と
な
っ
た
。

　
本
会
で
は
、
市
町
村
社
協
や
生
活
困
窮
者

自
立
相
談
支
援
機
関
等
と
の
連
携
を
一
層
強

化
す
る
と
と
も
に
、
担
当
職
員
の
増
員
や
人

材
派
遣
会
社
か
ら
必
要
人
員
を
確
保
す
る
な

ど
実
施
体
制
を
充
実
し
て
貸
付
業
務
・
債
権

管
理
を
行
っ
た
。

②
コ
ロ
ナ
特
例
貸
付
債
権
管
理
の
実
施

　
令
和
４
年
６
月
か
ら
は
、
償
還
免
除
の
申

請
受
付
を
開
始
、
免
除
対
象
と
な
る
債
権
の

約
３
割
が
免
除
決
定
さ
れ
た
。
ま
た
、
令
和

５
年
１
月
か
ら
は
、
償
還
（
返
還
）
が
開
始

さ
れ
た
。

〔
償
還
免
除
〕

・
免
除
対
象
：
借
受
人
が
令
和
３
年
度
又
は

令
和
４
年
度
の
住
民
税
非
課
税
、
生
活
保

護
受
給
、
死
亡
、
自
己
破
産
等
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社
会
福
祉
法
人 

岐
阜
県
社
会
福
祉
協
議
会 

事
業
報
告

　
令
和
４
年
度
は
、
第
６
次
ウ
イ
ン
ク
プ
ラ

ン
（
令
和
４
年
度
〜
令
和
８
年
度
）
の
初
年

度
に
あ
た
り
、
「
誰
も
が
支
え
合
い
つ
な
が

り
続
け
る
地
域
共
生
社
会
の
実
現
」
を
目
指

し
、
市
町
村
社
協
、
社
会
福
祉
施
設
、
民
生

委
員
・
児
童
委
員
、
そ
の
他
関
係
機
関
・
団

体
と
連
携
し
、
基
本
目
標
及
び
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ラ
ン
に
基
づ
き
各
種
事
業
に
取
り
組
ん
だ
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に

よ
る
経
済
・
社
会
活
動
の
制
限
が
長
期
化
す

る
な
か
、
コ
ロ
ナ
禍
で
中
止
し
て
い
た
事
業

を
感
染
拡
大
予
防
対
策
の
も
と
再
開
す
る
と

と
も
に
、
会
議
・
研
修
等
に
つ
い
て
は
オ
ン

ラ
イ
ン
の
併
用
な
ど
に
よ
り
効
率
的
に
実
施

し
、
ウ
イ
ズ
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
た
事
業
運
営

に
努
め
た
。

　
ま
た
、
長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
に
加
え
て
、
物

価
高
騰
の
影
響
に
よ
る
生
活
困
窮
者
の
増
加

や
多
様
化
す
る
支
援
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
等
に

重
点
的
に
取
り
組
ん
だ
。

①
生
活
困
窮
者
等
へ
の
相
談
支
援

　
生
活
保
護
に
至
る
前
の
生
活
困
窮
者
に

対
す
る
支
援
を
図
る
た
め
、
平
成
27
年
４
月

637
414
462
211
58
100

135
168

25
86

592
488
478
223
60
189

261
133

26
80

238
128
307
115
29
107

85
103

20
46

自立相談支援事業
 　新規相談件数
 　プラン作成前支援終了
 　プラン作成件数
 　プラン目標「一般就労」
 　一般就労開始
 　終結件数
家計改善支援事業
 　新規相談件数
 　プラン作成件数
就労準備支援事業
 　新規相談件数
 　プラン作成件数

〔相談件数等の実績〕 ＊プラン作成件数は再プラン件数を含む

令和2年度 令和3年度 令和4年度

暮
ら
し
を
支
え
よ
う

基
本
目
標
１

⑴ 

生
活
困
窮
者
自
立
相
談
支
援
事
業
の

　 

体
制
強
化

⑵ 

生
活
福
祉
資
金
特
例
貸
付
債
権
管
理

　 

の
充
実
・
強
化

Ⅰ 
事
業
概
要

〔
重
点
事
業
〕

令
和
４
年
度
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〔
償
還
開
始
〕

・
約
８
割
の
方
が
口
座
振
替
に
よ
る
収
納
。

残
高
不
足
等
に
よ
り
口
座
振
替
不
能
の
場

合
は
、
別
途
コ
ン
ビ
ニ
払
い
の
案
内
を
送

付
。

・
免
除
対
象
と
は
な
ら
な
い
も
の
の
引
き
続

き
生
活
が
困
窮
し
、
返
済
が
困
難
と
な
っ

て
い
る
借
受
人
が
多
数
存
在
し
て
い
る
こ

と
が
う
か
が
え
る
。

③
コ
ロ
ナ
特
例
貸
付
償
還
支
援
事
業
の

実
施

　
（
申
請
期
間
：
令
和
４
年
11
月
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
令
和
５
年
１
月
末
）

　
国
の
償
還
免
除
制
度
は
適
用
さ
れ
な
い
が
、

現
在
の
収
入
が
減
少
し
て
お
り
償
還
が
困
難

な
方
に
対
し
て
償
還
金
の
一
部
（
令
和
５
年

１
月
〜
12
月
の
一
年
間
分
）
を
助
成
し
た
。

・
対
象
者
：
令
和
４
年
１
月
〜
12
月
の
い
ず

れ
か
１
か
月
の
収
入
が
住
民
税
非
課
税
基

準
額
の
12
分
の
１
以
下

・
支
援
総
額　
6
9
、1
4
6
、3
5
8
円

　

 （
緊
急
小
口
資
金
：

　
　
　
5
8
5
件  

5
6
、7
7
5
、0
1
0
円

　
  

総
合
支
援
資
金
：

　
　
　
2
8
6
件  

1
2
、3
7
1
、3
4
8
円
）

　
子
ど
も
や
子
育
て
家
庭
が
社
会
的
孤
立
に

陥
ら
な
い
よ
う
、
子
ど
も
食
堂
や
学
習
支
援

活
動
、
子
育
て
家
庭
へ
の
宅
食
活
動
な
ど

「
子
ど
も
の
居
場
所
活
動
」
を
総
合
的
に
サ

ポ
ー
ト
す
る
た
め
「
岐
阜
県
子
ど
も
の
居
場

所
応
援
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
。
フ
ー
ド
バ
ン

ク
事
業
を
は
じ
め
、
食
品
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
な
ど
子
ど
も
の
居
場
所
を
応
援
し
た
い

企
業
の
開
拓
、
居
場
所
を
運
営
す
る
方
々
の

相
談
支
援
事
業
を
実
施
し
た
。

・
サ
ポ
ー
タ
ー
登
録
数
：
1
3
1
か
所

　
（
子
ど
も
の
居
場
所
・
学
習
支
援
69
、

　
　
企
業
15
、
県
内
フ
ー
ド
バ
ン
ク
団
体
等

　
47
）

・
食
糧
支
援
等
の
マ
ッ
チ
ン
グ
（
フ
ー
ド
バ

ン
ク
事
業
）

　

フ
ー
ド
バ
ン
ク
へ
の
寄
附
（
飲
料
、
米
、

レ
ト
ル
ト
、
お
菓
子
等
）
：
約
49
ト
ン

　
認
知
症
高
齢
者
な
ど
判
断
能
力
が
不
十
分

な
方
に
対
す
る
地
域
に
お
け
る
総
合
的
な
権

利
擁
護
支
援
体
制
の
構
築
に
向
け
て
、
成
年

後
見
制
度
利
用
促
進
に
か
か
る
市
町
村
計
画

の
策
定
や
中
核
機
関
の
整
備
等
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。

　

本
会
で
は
、「
中
核
機
関
等
職
員
研
修

会
」
「
成
年
後
見
制
度
利
用
促
進
研
修
会
」

「
法
人
後
見
従
事
者
養
成
研
修
会
」
な
ど
行

政
や
社
協
職
員
等
を
対
象
と
し
た
研
修
会
を

実
施
す
る
と
と
も
に
、
地
域
に
お
け
る
新
た

な
担
い
手
を
確
保
す
る
た
め
、
身
近
な
立
場

で
支
援
す
る
市
民
後
見
人
を
養
成
す
る
研
修

会
を
実
施
し
、
市
町
村
社
協
に
よ
る
法
人
後

見
事
業
実
践
事
例
集
を
作
成
し
市
町
村
社
協

等
に
配
布
し
た
。

①
三
者
連
携
に
よ
る
被
災
者
支
援
活
動

の
体
制
整
備

　
近
年
、
全
国
各
地
で
地
震
や
豪
雨
等
に
よ

る
災
害
が
発
生
し
て
お
り
、
県
内
で
の
大
規

模
災
害
発
生
に
備
え
、
災
害
救
援
体
制
の
強

化
に
向
け
た
平
時
か
ら
の
取
組
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。

　
災
害
時
に
お
い
て
は
、
家
屋
の
保
全
や
避

難
所
に
お
け
る
生
活
支
援
や
子
育
て
支
援
、

心
の
ケ
ア
、
居
場
所
づ
く
り
な
ど
様
々
な
被

災
者
ニ
ー
ズ
が
あ
る
。

　
こ
う
し
た
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
、
行

政
や
社
協
及
び
専
門
的
な
知
識
や
技
術
を
有

す
る
N
P
O
等
と
の
三
者
連
携
に
よ
る
災
害

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
入
体
制
強
化
を
図
る
と

と
も
に
、
県
及
び
市
町
村
の
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
連
絡
調
整
会
議
の
体
制
整
備
・
運
営

の
支
援
に
取
り
組
ん
だ
。

・
災
害
時
専
門
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
受
入
研
修

・
三
者
連
携
促
進
会
議
へ
の
災
害
ボ
ラ
ン

　
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
派
遣

②
日
本
自
動
車
販
売
協
会
連
合
会
岐
阜

支
部
と
の
被
災
地
支
援
等
に
関
す
る

協
定
締
結

　
日
本
自
動
車
販
売
協
会
連
合
会
岐
阜
支
部

と
県
内
社
会
福
祉
協
議
会
・
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
が
行
う
被
災
者
支
援
活
動

に
必
要
な
車
両
の
無
償
貸
与
に
関
す
る
協
定

を
締
結
し
た
。

　

長
く
続
い
た
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
り
、

孤
独
・
孤
立
の
深
刻
化
、
生
活
習
慣
病
の
悪

化
や
虚
弱
化
の
進
行
、
認
知
機
能
の
低
下
等

が
懸
念
さ
れ
る
な
か
、
地
域
住
民
が
主
体
と

な
り
、
問
題
の
早
期
発
見
や
課
題
の
共
有
化
、

交
流
や
居
場
所
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

地
域
福
祉
活
動
の
実
施
状
況
で
は
、
高

齢
者
サ
ロ
ン
な
ど
集
合
型
の
活
動
も
少
し

ず
つ
増
え
て
お
り
、
助
け
合
い
活
動
な
ど

の
個
別
支
援
の
活
動
な
ど
、
ウ
イ
ズ
コ
ロ

ナ
を
見
据
え
積
極
的
に
展
開
し
て
い
る
社

協
が
多
く
あ
る
。

17,441

15,035

8,012

2,518

4,505

32,476

3,324,145

6,396,476

3,301,727

1,109,560

1,985,189

9,720,621

5,126

2,903

2,836

30

37

8,029

970,175

1,241,212

1,212,942

12,989

15,281

2,211,387

585

286

　

　

　

871

56,775

12,371

　

　

　

69,146

229,097

45,229

　

　

　

274,326

〔コロナ特例貸付の状況〕
貸付決定

(2019.3～R4.9)
償還免除
(～R5.3)

償還金
(～R5.3) うち償還支援事業

決定件数 金額（千円） 決定件数 金額（千円） 決定件数 金額（千円）金額（千円）

緊急小口資金

総合支援資金

　　 初　回

　　 延　長

　　 再貸付

合　　　　計 

ふ
れ
あ
い
を
支
え
よ
う

基
本
目
標
２

⑶ 
子
ど
も
の
居
場
所
応
援
セ
ン
タ
ー
の

　 

設
置
・
運
営

⑷ 

成
年
後
見
制
度
の
利
用
促
進

⑸ 

被
災
者
支
援
活
動
の
体
制
整
備

⑴ 

地
域
に
お
け
る
支
え
合
い
活
動
の

　 

推
進



　
本
会
で
は
、
こ
う
し
た
活
動
の
具
体
的
な

実
践
方
法
に
つ
い
て
学
ぶ
た
め
の
各
種
会
議

や
研
修
会
の
開
催
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
研

究
会
に
お
い
て
「
見
守
り
活
動
」
の
実
践
方

法
な
ど
を
検
討
し
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
見
直
し
を

行
う
と
と
も
に
、
本
会
作
成
の
マ
ニ
ュ
ア
ル

を
踏
ま
え
、
市
町
村
社
協
と
と
も
に
、
地
域

で
の
見
守
り
活
動
の
実
践
づ
く
り
を
個
別
に

支
援
し
た
。

○
企
業
等
に
お
け
る
社
会
貢
献
活
動
の

推
進

　
S
D
G
ｓ
が
示
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
企

業
等
に
よ
る
様
々
な
取
組
が
活
発
化
し
て
い

る
な
か
、
県
内
企
業
の
社
会
貢
献
に
関
す
る

取
組
状
況
の
調
査
を
実
施
し
、
就
労
支
援
や

フ
ー
ド
バ
ン
ク
等
本
会
事
業
に
つ
い
て
関
心

が
あ
る
と
回
答
さ
れ
た
企
業
訪
問
し
て
事
業

説
明
し
、
社
会
貢
献
活
動
の
促
進
に
努
め
た
。

　
ま
た
、
先
駆
的
な
社
会
貢
献
活
動
を
実
施

し
て
い
る
企
業
及
び
市
町
村
社
協
を
取
材
し

活
動
紹
介
事
例
集
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
た
。

　
本
会
に
お
い
て
は
、
従
来
の
福
祉
教
育
か

ら
「
学
び
」
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
充
実
し
地
域

で
共
に
生
き
る
と
い
う
福
祉
観
を
身
に
つ
け

る
と
と
も
に
、
子
ど
も
が
福
祉
活
動
に
参
加

す
る
機
会
を
促
進
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

子
ど
も
も
大
人
も
共
に
育
ち
・
支
え
あ
え
る

地
域
づ
く
り
を
展
開
す
る
福
祉
共
育
を
推
進

し
て
い
る
。

　

令
和
４
年
度
は
、
福
祉
共
育
推
進
セ
ミ

ナ
ー
や
各
種
会
議
に
よ
る
普
及
・
啓
発
を
行

う
と
と
も
に
、
福
祉
共
育
推
進
検
討
会
議
に

お
い
て
、
地
域
に
お
け
る
福
祉
共
育
の
考
え

方
や
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
及
び
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

「
福
祉
共
育
（
と
も
い
く
）
実
践
の
手
引

き
」
に
ま
と
め
、
市
町
村
社
協
へ
提
案
し
た
。

　　
慢
性
的
な
人
手
不
足
に
加
え
、
長
期
に
わ

た
る
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
福
祉
現
場
の
負
担
拡

大
に
よ
り
、
福
祉
・
介
護
人
材
の
確
保
や
育

成
は
そ
の
厳
し
さ
を
増
し
て
お
り
、
質
の
高

い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
不
可
欠
な
人
材

確
保
は
極
め
て
重
要
な

課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

本
会
で
は
、
「
福
祉

人
材
総
合
ポ
ー
タ
ル
サ

イ
ト
」
の
運
用
や
フ
ェ

イ
ス
ブ
ッ
ク
や
ツ
イ
ッ

タ
ー
等
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用

等
に
よ
る
「
福
祉
の
仕

事
の
魅
力
」
の
発
信
、

福
祉
人
材
情
報
シ
ス
テ

ム
を
活
用
し
た
求
人
情

報
や
就
職
を
支
援
す
る

各
種
情
報
を
提
供
す
る

と
と
も
に
、
福
祉
の
仕

事
フ
ェ
ア
を
シ
リ
ー
ズ

化
し
て
開
催
す
る
な
ど
、
福
祉
人
材
無
料
職

業
紹
介
事
業
の
充
実
を
図
っ
た
。

　
ま
た
、
介
護
福
祉
士
や
保
育
士
等
の
資
格

取
得
や
再
就
職
を
支
援
す
る
「
返
還
免
除

型
」
貸
付
事
業
を
通
じ
て
、
福
祉
人
材
の
確

保
・
定
着
の
促
進
に
努
め
る
と
と
も
に
、
介

護
分
野
就
職
支
援
金
な
ど
他
分
野
か
ら
の
就

職
の
促
進
に
取
り
組
ん
だ
。

　
福
祉
の
仕
事
に
従
事
す
る
職
員
の
キ
ャ
リ

ア
ア
ッ
プ
・
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る
た
め
、

経
験
年
数
や
役
職
に
応
じ
て
継
続
的
に
知
識

や
技
術
を
高
め
る
福
祉
職
員
キ
ャ
リ
ア
パ
ス

生
涯
研
修
（
初
任
者
・
中
堅
職
員
・
チ
ー
ム

リ
ー
ダ
ー
・
管
理
職
員
）
、
専
門
的
知
識
・

技
術
を
習
得
す
る
課
題
別
研
修
（
リ
ス
ク
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
、
マ
ナ
ー
、
介
護
技
術
、
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
、
ア
ン
ガ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
な

ど
）
を
実
施
し
、
人
材
育
成
・
資
質
向
上
に

努
め
た
。

　
令
和
４
年
度
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
よ

り
多
く
の
方
に
参
加
い
た
だ
く
た
め
会
場
と

オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
を
併
用
し
て
実
施
し
、
対

前
年
度
比
1
0
9
％
程
度
の
受
講
者
数
と

な
っ
た
。

・
23
研
修
実
施
：
受
講
者　
1
、6
4
4
名

　

（
会
場 

4
4
6
名
、
オ
ン
ラ
イ
ン 

1
、1

　
9
8
名
）

　
長
引
く
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
る
イ
ベ
ン
ト

の
中
止
な
ど
に
よ
り
障
が
い
者
就
労
支
援
事

業
所
等
が
生
産
す
る
自
主
製
品
の
販
売
機
会

が
減
少
し
、
販
売
イ
ベ
ン
ト
等
の
売
り
上
げ

は
コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
６
割
程
度
と
な
っ
て
い

る
。
　
今
後
の
状
況
が
不
透
明
な
な
か
、
事
業
所

等
の
安
定
的
な
販
路
を
確
保
す
る
た
め
、
環

境
の
変
化
に
即
し
た
新
た
な
販
売
方
法
と
し

て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
モ
ー
ル
型
の
販
売
サ
イ
ト
「
岐
阜
福
祉

の
杜
オ
ン
ラ
イ
ン
」
を
令
和
５
年
１
月
に
開

設
。
商
品
検
索
の
充
実
を
図
り
、
障
が
い
者

就
労
支
援
事
業
所
の
安
定
的
な
売
り
上
げ
確

保
に
努
め
た
。

・
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ
プ
登
録
数
：
24
事
業

所
、1
5
9
商
品（
令
和
５
年
３
月
末
時
点
）
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令和２年度
令和３年度
令和４年度

新規求人数 採用者数
4,850人
5,222人
6,371人

新規求職者数
571人
640人
695人

103人
159人
147人

〔求人・求職登録等の状況〕

働
く
人
を
支
え
よ
う

基
本
目
標
３

令和２年度
件数 金額(千円 )

177,979
34,573
4,940

348
262
18

令和３年度
件数 金額(千円 )

182,825
47,743
3,768
3,920

2,724
565

442
362
11
14

14
3

24,118
0

5,117
4,735

19
0
31
16

19,638
0

4,632
3,336

15
0
26
16

221,570
35,882
2,833
270
540
2,179
649

364
262
8
1
2
12
4

11,314
0

5,793
6,886

11
0
32
20

令和４年度
件数 金額(千円 )

介護福祉士等修学資金
　　うち、実務者研修
介護職員等再就職準備金
福祉系高校修学資金
福祉系高校修学資金返還充当金貸付事業
介護分野就職支援金
障害福祉分野就職支援金

保育士修学資金 
保育士就職支援資金（雇上費） 
保育士就職支援資金（保育料） 
保育士就職支援資金（準備金） 

〔返還免除型貸付事業の決定状況〕

保育関係

⑶ 

福
祉
共
育
の
推
進

⑵ 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
の
振
興

⑴ 

福
祉
・
介
護
人
材
の
確
保

⑵ 

福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
従
事
者
の
資
質

　 

向
上

⑶ 

岐
阜
県
セ
ル
プ
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業

　 

の
実
施
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一般会計資金収支決算

総 合 貸 借 対 照 表
◆ 一　般　会　計 令和5年３月３１日現在（単位：円）

令和5年３月３１日現在（単位：円）

令和5年３月３１日現在（単位：円）

◆ 生活福祉資金・生活福祉資金貸付事務費・要保護世帯向け不動産担保型生活資金・臨時特例つなぎ資金

総 合 財 産 目 録

資　　　産　　　の　　　部 負　　債　　の　　部
勘　定　科　目 本 年 度 末 勘　定　科　目 本 年 度 末

流　　動　　資　　産
　　　現金預金 
　　　事業未収金
　　　立替金
　　　会計単位外貸付金

固　　定　　資　　産
　　　基　本　財　産 
　　　その他の固定資産

資 産 の 部 合 計

1,189,595,386
1,139,427,901
25,785,235

7,500
24,374,750

1,906,497,968
3,000,000

1,903,497,968

3,096,093,354

流　　動　　負　　債
　　　事業未払金 
　　　預り金 
　　　職員預り金
　　　賞与引当金
 
固　　定　　負　　債
　　　退職給付引当金
基　　本　　金
基　　　　　金
国庫補助金等特別積立金
その他の積立金
次期繰越活動収支差額
負 債 及 び 純 資 産 の 部 合 計

　 　 86,497,558
70,540,717
140,735
245,769

15,570,337

65,865,738
65,865,738
300,000

220,125,069
2,383,867,900
210,029,594
129,407,495
3,096,093,354

令和4年度

事務費支出 2.0%
返還金支出 1.0%

負担金支出 1.9%
固定資産取得支出 0.3%

積立資産
積立支出
10.6%

積立資産
積立支出
10.6%

助成金支出 1.6%

人件費支出
31.1%

事業費支出  51.3%

支 出
940,695,926円

負担金収入
3.4%

補助金収入
36.2%

受託金収入
29.1%

事業収入 5.9%

積立資産
取崩収入
14.0%

その他の収入 4.4%
受取利息
配当金収入

0.3%

その他の
活動による収入
 3.3%

会費収入 3.1%
寄付金収入 0.4%

収 入
734,006,216円

資　　　産　　　の　　　部 負　　債　　の　　部
勘　定　科　目 本 年 度 末 勘　定　科　目 本 年 度 末

流　　動　　資　　産
　　　現金預金 
　　　有価証券 
　　　事業未収金 
　　　未収収益 
　　　会計単位外貸付金 
　　　徴収不能引当金
固　　定　　資　　産
　　　その他の固定資産

資 産 の 部 合 計

2,781,979,258
2,464,610,688
302,901,000
11,551,283
3,965,939
398,478

△ 1,448,130
11,641,193,770
11,641,193,770

14,423,173,028

流　　動　　負　　債
　　　事業未払金
　　　1年以内支払予定長期未払金
　　　預り金
　　　会計単位外借入金 
　　　仮受金
　　　賞与引当金
固　　定　　負　　債
　　　会計単位外長期借入金
国庫補助金等特別積立金
その他の積立金
次期繰越活動収支差額
負 債 及 び 純 資 産 の 部 合 計

　 　　 138,391,631
110,061,452
1,075,500

8,330
24,773,228

2,000
2,471,121
70,962,775
70,962,775

10,642,352,956
3,824,130,266
△ 252,664,600
14,423,173,028

１．　資　　産　　の　　部 ２．　負　　債　　の　　部
１．流　　動　　資　　産
　　　現金預金
　　　有価証券
　　　事業未収金
　　　未収収益
　　　立替金
　　　徴収不能引当金
　　流 動 資 産 合 計
２．固　　定　　資　　産
　（１）基本財産
　　　　基本財産合計
　（２）その他の固定資産
　　　　その他の固定資産合計
　　固 定 資 産 合 計
資　　産　　合　　計

3,604,038,589
302,901,000
37,336,518
3,965,939

7,500
△ 1,448,130
3,946,801,416

3,000,000

13,473,728,963
13,476,728,963
17,423,530,379

１．流　　動　　負　　債
　　　事業未払金
　　　１年以内支払予定長期未払金
　　　預り金
　　　職員預り金
　　　仮受金
　　　賞与引当金
　　流 動 負 債 合 計
２．固　　定　　負　　債
　　　退職給付引当金

　　固 定 負 債 合 計
負　　債　　合　　計
差　　引　　純　　資　　産

　 　 180,602,169
1,075,500
149,065
245,769
2,000

18,041,458
200,115,961

65,865,738

65,865,738
265,981,699

17,157,548,680
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地
域
の
絆
で
守
る
ま
ち
の
安
心
・
安
全

〜
土
岐
市
民
生
児
童
委
員
協
議
会
〜

　

土
岐
市
は
岐
阜
県
の
東
南
部
、
名
古

屋
市
か
ら
北
東
へ
約
40
㎞
に
位
置
す
る

緑
豊
か
な
ま
ち
で
す
。
約
１
、
４
０
０

年
前
、
飛
鳥
時
代
に
焼
か
れ
た
須
恵
器

に
始
ま
る
「
美
濃
焼
の
街
」
と
し
て
今

も
そ
の
文
化
を
伝
え
、
大
小
２
０
０
を

超
え
る
窯
元
が
生
み
出
す
意
匠
多
彩
な

陶
磁
器
は
、
生
産
量
日
本
一
を
誇
り
ま

す
。
さ
ら
に
近
年
で
は
、
３
つ
の
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
を
備
え
る
高
速
道
路
網

の
結
節
点
と
し
て
大
型
商
業
施
設
や
企

業
の
進
出
が
続
き
、
交
流
人
口
が
大
き

く
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
５
年
４
月
１
日
現
在
の
人
口
は

５
５
、５
１
４
人
で
す
。
高
齢
化
率
は

３
２
・
６
％
と
高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま

す
。

　

土
岐
市
民
生
児
童
委
員
協
議
会
は
、

単
位
民
児
協
９
地
区
で
構
成
さ
れ
、
民

生
委
員
１
３
４
名
、
主
任
児
童
委
員
18

名
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

土
岐
市
は
、
中
央
が
丘
陵
地
と
な
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
民
生
児
童
委
員
の

行
事
を
一
同
に
開
催
す
る
こ
と
が
難
し

い
た
め
、
各
単
位
民
児
協
が
、
社
会
福

祉
協
議
会
と
連
携
し
地
元
の
特
徴
を
生

か
し
た
ふ
れ
あ
い
事
業
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。
し
か
し
、
コ
ロ
ナ
禍
の
世
の
中

に
な
っ
て
各
単
位
民
児
協
で
行
っ
て
い

た
ふ
れ
あ
い
事
業
は
軒
並
み
中
止
と
な

り
、
本
来
の
活
動
が
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。

　

そ
の
中
で
各
単
位
民
児
協
に
お
い
て

は
毎
月
定
例
会
を
開
催
し
、
各
委
員
か

ら
の
活
動
報
告
や
そ
れ
ぞ
れ
の
民
児
協

で
勉
強
会
な
ど
を
行
い
、
各
委
員
の
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
土
岐
市
民
児
協
と
し
て
は
、

コ
ロ
ナ
禍
を
き
っ
か
け
に
「
と
き
げ
ん

き
ニ
ュ
ー
ス
」
の
配
布
を
始
め
ま
し
た
。

「
と
き
げ
ん
き
ニ
ュ
ー
ス
」
は
、
民
児

協
の
発
案
に
よ
り
、
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
が
発
行
し
て
い
る
広
報
チ
ラ
シ

で
す
。
２
ヶ
月
に
一
度
発
行
し
、
地
域

の
高
齢
者
に
配
布
し
て
い
ま
す
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
蔓
延
防
止

の
た
め
、
対
面
に
よ
る
訪
問
活
動
が
制

限
さ
れ
る
中
、
高
齢
者
の
た
め
に
何
か

出
来
な
い
か
、
と
考
え
始
め
た
も
の
で

す
。
ニ
ュ
ー
ス
で
取
り
上
げ
る
内
容
は
、

健
康
、
食
事
、
運
動
な
ど
の
日
常
生
活

の
こ
と
か
ら
、
オ
レ
オ
レ
詐
欺
、
認
知

症
な
ど
社
会
的
な
話
題
ま
で
、
幅
広
く

取
り
上
げ
て
い
ま
す
。
高
齢
者
に
と
っ

て
身
近
な
話
題
を
取
り
上
げ
る
よ
う
に

こ
こ
ろ
が
け
て
お
り
、
高
齢
者
の
皆
さ

ん
に
と
て
も
好
評
で
、
民
生
児
童
委
員

の
訪
問
の
き
っ
か
け
に
も
な
っ
て
い
ま

す
。

　　

今
年
度
は
、
５
月
８
日
に
コ
ロ
ナ
の

５
類
移
行
に
伴
い
、
コ
ロ
ナ
前
の
民
生

児
童
委
員
活
動
を
再
開
し
始
め
て
い
ま

す
。
今
後
は
各
単
位
民
児
協
に
お
い
て
、

引
き
続
き
感
染
症
対
策
を
行
い
な
が
ら
、

ふ
れ
あ
い
事
業
な
ど
地
域
の
特
徴
を
生

か
し
、
地
域
に
根
付
い
た
活
動
を
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

5月に行った総会の様子

土岐市美濃陶磁歴史館

コ
ロ
ナ
禍
で
の
活
動

新
型
コ
ロ
ナ
の
５
類
移
行
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「介護職が知っておきたい　医学知識基礎講座」
さらに学びを深めるために…

　今年度の「介護職が知っておきたい医学知識基礎講座」を、6月30日と
7月21日に開催しました。昨年度までは、1回のみの開催でしたが、身体
構造や症状等、介護をするうえで必要な医学知識について、さらに学びを
深めるために、今年度は〈認知、感覚、運動等〉と〈循環、呼吸、消化
等〉の2コースに分けて開催しました。

　本研修の講師を務められた日本福祉大学中央福祉専門学
校の板部美紀子先生には、脳・心臓・消化器官等、身体の
内部構造が詳しく示された図表と併せて、それぞれの器官
が加齢や病気によりどのように変化するのか、介護する際
や緊急時に利用者を観察するポイント等をわかりやすく解
説していただきました。
受講者からは、「どういった症状が急変になるのかという
ことを詳しく知らなかったので、とても勉強になりまし
た。」「利用者様を知るうえでその方の見て分かる状態だ
けでなく、医学的にその状態に至る理由を考えるという視
点を得る事ができた。」等の感想をいただきました。
　岐阜県福祉人材総合支援センターでは、今後も受講者の
皆さまによりよい研修が提供できるよう努めてまいります。大腸の部位・仕組みについて具体的に解説

講師：板部美紀子先生



今年の販売会の
様子

　毎回、ご好評を頂いております障がい者就労支援事業所商品展
示販売会「岐阜福祉の杜」について、今後の開催予定は、以下の通り
です。（令和５年度：全１０回開催予定）
　岐阜県内の障がい者就労支援事業所で作られる食品や雑貨、日
用品などを取り揃えております。皆様のお越しをお待ちしております。

第4回 令和5年
9月9日㈯～9月12日㈫

イオンモール土岐　２階　イオンホールA

10：00～17：00　
（最終日のみ10：00～16：30）

日時

会場

第5回 令和5年
9月21日㈭～9月25日㈪

イオンモール大垣　１階　風の広場②

10：00～17：00　
（最終日のみ10：00～16：30）

日時

会場
岐阜県社会福祉協議会 施設人材部（担当：山田）
〒500-8385 岐阜市下奈良2-2-1　TEL 058-201-1561

お問い合わせ先

～障がい者就労支援事業所 商品展示販売会～

「岐阜福祉の杜」 開催案内

毎月15日発行　令和５年８月15日発行 （第727号）（ 8）

＊本誌に対してのご意見、ご要望等ございましたら、下記までお寄せください。
発行所　社会福祉法人　岐阜県社会福祉協議会　〒500－8385　岐阜県岐阜市下奈良２－２－１

＊本誌に対してのご意見、ご要望等ございましたら、下記までお寄せください。
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ありがとうございました！ありがとうございました！

岐阜信用金庫様より寄贈

▲岐阜信用金庫　光崎専務理事（写真右）から
　使用済み切手等の寄贈を受け取る　県社協 小林常務理事
　＝岐阜県福祉会館

　去る6月21日、岐阜信用金庫（好岡　政宏理事
長）様より使用済み切手、ベルマーク等を寄贈いた
だきました。寄贈品はボランティア活動の振興に有
効に活用させていただきます。

親切会中部支部様より寄附

▲親切会中部支部 宮部龍二支部長（写真左）と
　県社協 小林常務理事＝県福祉農業会館

　一般社団法人親切会中部支部様より、１０万円の
寄附をいただき、７月３１日に本会より感謝状を贈呈
いたしました。
　寄附金は、地域福祉の増進のため、本会事業に有
効に使わせていただきます。
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